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	申し送り、ミニカンファ
環境整備（バケツ6個、各場所に設置）
406号から掃除機を掛けていく

※ 摂子立て内物品は、使用前に本数チェック。

ホワイトボードチェック（適宜施行）

各処置準備・施行（適宜、定時）
オムツ交換　　※適宜体交

褥瘡処置、排尿誘導、ポータブルトイレ処理

水分補給（検温係サポート必要時）

点眼・軟膏・湿布処置（適宜）

昼食準備、離床

ベッド上でのPt：ギャッジアップ、小テーブルセッティング等

配膳、406号室 及び Ａ棟の観察

休憩

ラジオ体操、換気

水分補給、おやつ配給（サポート必要時）

ＧＥ確認・実施　　※面会時、帰院時対応（適宜）

使用物品チェック（適宜）　※窓口対応（適宜）

体温表チェック・押印・記入

オムツ交換

褥瘡処置、排尿誘導、ポータブルトイレ処理

軟膏・点眼・湿布等の残確認し請求ノートへ記入

使用物品（針・注射器等）最終チェック、注射切れ処方箋出し

危険物チェック（ライター・ナイフ・ハサミ）リーダーへ報告


１．月曜日：事務用品請求記入　　　１．月1回検尿、BP測定

１．火曜日：事務用品伝票提出　　　１．適宜G補充、消毒

１．水曜日：薬品請求記入　　　　　１．おやつ受け取り配布（木・金）

１．木曜日：薬品伝票提出　　　　　１．吸引ビン洗浄

１．金曜日：事務用品受け整理　　　１．入浴日：バルン挿入者の処理

１．土曜日：薬品物品受け整理　　　１．日曜日：万能ビン・オートクレーブ消毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　１．火曜日：シーツ交換

　　　　　　　　　　　　　　　　　１．必要時、検温係をサポートし、外出・外泊、帰院、面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会時の対応（対応の仕方は、検温係のマニュアルに準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じる）

　９：００　申し受け、ミニカンファ
　９：３０　環境整備（日・祝日は406号・407号のみ）

　　　　　　［環境整備について］

　　　　　　　１．バケツ6個に水とハイアミンを入れる。
　　　　　　　　　407号1個、408号1個、409・410号1個、405号1個、406号1個、

　　　　　　　　　402・403・404号1個を準備して置く。

　　　　　　　２．406号室の畳部屋から順に掃除機を掛ける。406→405→404

　　　　　　［病室（畳部屋）］

　　　　　　　① 窓を開け、換気をしながら施行する。

　　　　　　　② 布団を移動させ、隅々まで掃除機を掛ける。

　　　　　　　③ 棚の整理整頓をしながら、拭き掃除をする。

　　　　　　　④ 畳、窓のサンを拭き掃除する。

　　　　　　　⑤ ゴミ箱のゴミを捨てる。

　　　　　　［病室（ベッド）］

　　　　　　　① 窓を開け、換気をしながら施行する。

　　　　　　　② 床頭台、棚の整理整頓、拭き掃除をする。

　　　　　　　③ ベッド柵の拭き掃除をする。

　　　　　　　※ バケツと雑巾は洗面所にある。

　　　　　　　※ 環境整備終了後は、洗ってベランダで一端乾かす。

　　　　　　　※ Ptへの声かけ、生活指導の一環として行う。

　　　　　　　３．畳部屋掃除機終了後、Ａ棟の終了していない所に入り、拭き掃除を行う。

１０：００　１．Nsステーション内、ホワイトボードチェック

　　　　　　　　（膀洗、ウロバック交換等を把握し、適宜施行）
　　　　　　２．各処置準備施行（適宜、定時）

　　　　　　　　① 各、適宜・定時施行のiM・Div等を処方箋控えと照合し、ＡＭ施行必要者の準備を行い施行する。

　　　　　　　　② 褥瘡処置の準備（生理食塩水、摂子、Gケッテル）

　　　　　　　　③ 各処置：確認し、物品を準備する。

　　　　　　　　　 包交車に表あり、内容に沿って準備を行う。（イソジン、ヒビテン等）

　　　　　　　　④ 導尿必要者時は、万能ビン（ヒビテン）、導尿カテーテル、摂子準備

　　　　　　　　※ 摂子立て内の物品は、使用前に本数をチェックする事。

　　　　　　　　※ 各処置等、携わった事は各々が各自観察記録に記入する事。

１０：３０　オムツ交換、褥瘡処置

　　　　　　［オムツ交換、褥瘡処置について］

　　　　　　　① シャワーボトルに微温湯を入れる。（汚物室定位置）
　　　　　　　② 407号室に包交車を持参する。

　　　　　　　③ 407号室のオムツ交換を施行しながら、軟膏・湿布等の処置があるPtは施行する。

　　　　　　　④ 褥瘡Ptの処置を行う。　※ MRSA　Ptは最後。

　　　　　　　　 包交車に処置方法が記入してあるカードがあり、それに従って行う。

　　　　　　　⑤ 406号のオムツ交換が終了しているか確認。未だの場合、施行する。

　　　　　　　⑥ 排尿誘導

　　　　　　　　 ※ 適宜、必要Ptの誘導・確認、Nsステーション内にある要排尿チェック者処置ノートに排尿有無を記入。（観察記録に記入できれば行う）

　　　　　　　⑦ ポータブルトイレ処理（汚物室にて、ハキレ、サンポールを使用し、ブラシで擦り、洗浄する。防臭スプレーを散布する。）

　　　　　　　※ 適宜、検温係へ状況説明を行う。

　　　　　　　※ 汚染オムツは、専用版に正の字で記入。

　　　　　　　※ 汚染オムツは、汚物室にある黒ビニール袋（2枚重ね）に入れる。
１１：００　水分補給（サポート必要時）

　　　　　　［水分補給について］

　　　　　　　① コップ預かり者の水分補給を行う。（他スタッフが行えるようであれば、その時間を利用して、軟膏・湿布・点眼処理を406号室にて行う）

　　　　　　　　 誤嚥リスクPtは、トロメリンを使用する。トロメリンはNsステーション内洗面所下の開き戸にある。（各Pt自己購入）

　　　　　　［軟膏・湿布・点眼処置について］

　　　　　　　① 処置を406号で行う事を放送で伝達する。
　　　　　　　② 包交車上に、軟膏・湿布を置き、406号室へ持っていく。

　　　　　　　③ Ptの処置を記入してある白カードを確認しながら行う。

１１：３０　昼食準備

　　　　　　［昼食準備について］

　　　　　　　① 車椅子Pt、ホールでの食事摂取者の離床。

　　　　　　　② 406号室へ小テーブル設置。（405号室にあり）

　　　　　　　③ 407号室の要介助者のギャッジアップ・オーバーテーブル・小テーブル等を設置。

　　　　　　　④ 摂取しやすい体位とする。→全面介助者ギャッジアップ　30°（最新看護）

　　　　　　　⑤ エプロン配布。

１２：００　配膳

　　　　　　406号室 及び Ａ棟部屋食者の要観察。

　　　　　　摂取状況の把握。必要時、専用版に記入する。

１２：４５　休憩

１３：４５　ラジオ体操（Nsも共に参加する事）

　　　　　　［ラジオ体操について］

　　　　　　　① 部屋の換気をPtに声かける。

　　　　　　　② ラジオ体操参加の声かけ。

　　　　　　　※ ラジオ体操後、離床Ptを全員で自室へ誘導する。

１４：００　水分補給 及び おやつの配給（サポート必要時に行う。終了後コップ洗浄）

　　　　　　・ ホワイトボードをチェックして、L₅やアイソカル等の濃厚流動食配布者の準備 及び 補給。
　　　　　　・ 各Ptによって、おやつ曜日が決まっている為、おやつ表を必要時確認して対応する。

　　　　　　・ 誤嚥リスクPtの観察。

１４：３０　ＧＥ確認・実施

　　　　　　［ＧＥ確認・実施について］

　　　　　　　① 検温係が排便チェックを行い、GE必要者をあげており、GE準備をしている。

　　　　　　　② 必要Ptに施行する。

　　　　　　　③ 体温表に処置を記入する。（体温表の浣腸の欄に、GE60施行ならば60、GE30施行ならば30と記入する）

　　　　　　　④ カルテに、グリセリン浣腸の印を押し、日付の記入等の処理を行う。

　　　　　　　⑤ 排便チェック表記入者には、GEと記入する。

　　　　　　　※ 軟膏・点眼・湿布処置は、OT等の関係もあり、適宜行なう事。

　　　　　　　※ 注射器・針使用後、発泡スチロールに挿入したまま定位置に置き、適宜チェックし、専用ノートに使用数記入した後に医療廃棄物専用容器に破棄する。

　　　　　　　※ 施行した処置、iM、Div、iV、排気、GE等は体温表に記入押印する。

１５：３０　オムツ交換、褥瘡処置（ＡＭ時のオムツ交換、褥瘡処置についてに準ずる）

１６：００　軟膏・点眼・湿布等の残確認し請求ノートに記入

　　　　　　中止してよい処方が考えられる場合には、リーダーへDrの中止指示依頼を行う。
　　　　　　（必要時、Ptに確認する）

　　　　　　使用物品の最終チェック、翌日分の注射を準備。

　　　　　　（処方箋控えにアンプルをテープで貼り付ける）（Divを定位置に置く）

１６：３０　危険物のチェック（ナイフ・ライター・ハサミ）リーダーへ報告

　　　　　　ナイフ3本：洗面所左端にあり

　　　　　　ライター10本：薬開き戸の右下に使用済ライター、未使用ライター、窓口にライター使用中1本の合計数をチェックする。

　　　　　　ハサミ6本：リーダー机上の専用入れに5本、包交者に1本、合計6本

　　　　　　摂子、ペアン等、摂子立て内の物品チェック（最終の確認）

　　　　　　［注射箋切れ処方箋出しについて］

　　　　　　　① 明日受け分処方箋控えをリーダー机上の定位置へ置く。

　　　　　　　② 本日受け分あれば、処方箋に名前・日付・年齢を記入し、処方箋控えとともにDr指示録にはさみ、指示棒を入れてリーダーへ依頼する。

１．月曜日：事務用品請求記入について

　　① Nsステーション内、カウンター引き出しに請求伝票がある。
　　② 請求物品の種類は、処置用具入れ開き戸の右側扉内に貼付してある為、参照する事。

　　③ 文具やペーパータオル等、物品種類を確認して残を把握し、請求伝票に記入する事。

　　　 ※ 適量を注文する事。

　　　 ※ 助手スタッフ請求必要物品の有無を問い、記入依頼する事。

１．火曜日：事務用品伝票提出

　　① 追加物品があれば記入する事。

１．水曜日：薬品請求記入

　　① 処置用具開き戸内の物品、G、綿花、洗面所左下にある薬品類ラキソベロン、セレネース、リスパダール液、テトラール、キシロカインゼリー等、残を確認して記入する事。

　　　 （請求伝票はカウンター引き出しにあり）

　　② 請求伝票記入後は、Nsステーション内の定位置に置く。

１．木曜日：薬品請求伝票提出

　　① 定位置にある請求伝票を確認し、追加項目あれば記入し提出する事。

１．金曜日：事務用品受け整理

　　① 事務用品を助手スタッフが、Nsステーションに持ってくる。

　　② 物品を各定位置に設置する。

１．土曜日：薬品物品受け整理

　　① 薬局に受け取りに行く。

　　② 請求伝票と物品を照合し、伝票印の所にサインをする。

　　③ 物品を各定位置に設置する。

　　④ 注射器・針等、専用ノートに記入する物は、受けた日付、本数を赤で記入する事。

１．月1回 検尿日に検尿を行う。

　　① 専用版を持参し、汚物室にて行う。

　　② ウロペーパーは、汚物室の開き戸にある。

　　③ 終了後に専用用紙に結果記入、カルテに検尿印、日付、Ns印等の処理。

　　　 体温表に検尿、日付、Ns印を押す。

　　④ 終了していないPtの名前を書き出し、リーダーへ報告。

　　⑤ 検尿○名済みかリーダーへ報告をする。

１．適宜Ｇ補充・消毒

　　① Ｇケッテル内ガーゼ補充必要時、定位置にあるカット済みガーゼ入れより取り出し、セッティングして、オートクレーブで消毒する。

　　② カットガーゼが不足している場合には、適宜Ｇカットしておく。

１．おやつ受け取り配布（木・金）

　　① 外来におやつの配達があれば、その場で請求伝票と照合して、請求伝票は事務に返品する。

　　② 適宜Ptより、自己管理者のおやつを配給する。

　　③ Nsステーション内のジュース入れ、おやつ入れに入れる。

　　④ おやつの入っていたダンボールは、潰して汚物室に置く。

１．入浴日：バルン挿入者の処理

　　① Pt入浴時間に合わせてバルンストッパーを行う。

１．排便が疑われるPtに対しては、適宜オムツ交換を施行する事。

１．包交車の清掃

１．皮膚科受診Ptは、皮膚科受診ノートに部位記入する事。

１．月初め採血日を確認（カレンダーに記入してある）

　　定位置より翌日分採血スピッツ依頼書を取り出し、専用の採血Pt版との照合、スピッツの確認を行い、リーダーへ申し送る。
１．出来る限り、携わったスタッフが観察記録に記入する。

１．オムツバーコード入力は、協力し合い行うようにする。（助手スタッフが1名の場合等）

１．新入院時の対応

　　① EKG施行

　　② 採血、検尿の準備（入院時セット定位置にあり）
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	申し送り、ミニカンファ
検温（全室）

（水銀体温計25本、電子体温計12本、定数確認）
検温終了後、ホワイトボードチェック把握
※ 適宜、リーダーへ有熱者、不穏者等の報告・相談を行う
※ 適宜、外出・外泊者、帰院者、面会者の対応

水分補給　　※ バルン挿入者(有)時、10:00に尿測、破棄
昼食準備　　※ 排便チェック
配膳、407号室 及び 408～410号の部屋食者の観察 及び 介助
与薬に分担されているNsは与薬を行う

昼食摂取要チェック者を専用版に記入 及び 体温表版に記入

休憩

ラジオ体操、換気

再検者Vsチェック、水分補給 及び おやつ配給
GE施行者の準備、下剤使用者の準備

水分補給 及び おやつ配給

※ 適宜、観察記録の記入
オムツ交換、排尿誘導、ポータブルトイレ処理（処置サポート必要時）
再検者Vsチェック　　※ 面会時、帰院時の対応（適宜）
食事伝票の記入・提出
点呼
夜勤者への申し送り


１．リネン交換（週1回　火曜日）

１．新入院Ptの対応

１．転棟Ptの対応（担当Ns勤務時は、なるべく担当Nsが行う）

１．隔離室使用中対応

１．おやつ受け取り配給（木・金）

　９：００　申し受け、ミニカンファ

　９：３０　検温（全室）

　　　　　　※ 申し送りの状況により、投薬が終了した部屋から順に検温に入る。

　　　　　　　① Nsステーション内の処置用具入れ開き戸にある水銀体温計25本、電子体温計12本を取り出す。

　　　　　　　② 開き戸の一番上部にあるバット（小）2ヶを取り出す。

　　　　　　　③ ペーパー（ティッシュ）を1枚ずつバットに置く。

　　　　　　　④ アルコール綿を少量ずつバットへ置く。

　　　　　　　⑤ 402号～406号（Ａ棟）、409号～410号（Ｂ棟）に必要な体温計を適量に分ける。

　　　　　　　　 準備した体温計の本数をペーパーに記入する。肉筆（赤）を振り分けて置く。

　　　　　　　⑥ Nsステーション内、机上にある体温版を取り出す。

　　　　　　　⑦ 各部屋へバットと体温版を持参し、検温を行う。投薬が終了した人から順に行う。（Vsチェック、排便有無の確認）

　　　　　　　⑧ 体温計の本数チェック、水銀体温計が35℃以下になっているか確認しながら、専用容器に入れ、定位置に置く。（日曜日は、バットに水とハイアミンを入れ、水銀体温計を消毒する。その他の曜日は、アルコール綿で拭く。）

　　　　　　　※ BP測定者の測定を行う。

　　　　　　　※ WT測定者の測定を行う。

　　　　　　　１．Nsステーション内、ホワイトボードチェック、当日処置ある人を把握し、処置係と連携をとり、適宜、観察記録に記入する。（定時のGE施行者、下剤与薬者を把握、適宜、準備・処置係へ依頼する）

　　　　　　　１．Ptの状況を把握し、適宜リーダーへ報告・相談し、指示受ける。

　　　　　　　１．有熱者は、体温版（大）に再検必要Ptとして記入しておく。

　　　　　　　１．排便チェックを行う。（体温表に排便有無を記入し、－0日目であるのかチェックする）

　　　　　　　１．外出・外泊者、帰院者、面会者の対応。

１０：００　バルン挿入者の量・性状確認し破棄する。

１０：３０　水分補給

　　　　　　［水分補給について］

　　　　　　　① コップ預かり者の水分補給を行う。

　　　　　　　　 誤嚥リスクPtは、トロメリンを使用する。（トロメリンは、Nsステーション内、洗面所下の開き戸にある）（トロメリン：各Pt自己購入）

１１：３０　昼食準備
　　　　　　［昼食準備について］

　　　　　　　① 車椅子Ptホールでの食事摂取者の離床。

　　　　　　　② 406号室へ小テーブル設置。（405号室にあり）

　　　　　　　③ 407号室の要介助者のギャジアップ・オーバーテーブル・小テーブル等の設置。

　　　　　　　④ 摂取しやすい体位をとる。全面介助者ギャッジアップ30°（最新看護）

　　　　　　　⑤ エプロン必要者に配布する。

　　　　　　※ 観察記録記入は適宜行う。

　　　　　　※ Div、iM、iV、屯用使用者等の把握。

１２：００　配膳（リフト前に受けに行く）

　　　　　　407号 及び 408号～410号部屋食者の観察 及び 介助

　　　　　　摂取状況の把握、必要時、専用版に記入する。

　　　　　　体温表に10割摂取以下のPtは記入する。

１２：３０　与薬に分担されているNsは与薬を行う。

１２：４５　休憩

１３：４５　ラジオ体操（Nsも共に参加する事）

　　　　　　［ラジオ体操について］

　　　　　　　① 部屋の換気をPtに声かける。

　　　　　　　② ラジオ体操参加の声かけを行う。

　　　　　　　※ ラジオ体操終了時、離床Ptを自室へ誘導する。

１４：００　１．水分補給 及び おやつの配給（終了後、コップ洗浄）

　　　　　　　　・ ホワイトボードをチェックして、L₅やアイソカル等の濃厚流動食配布者の準備を行う。

　　　　　　　　・ 各Ptによって、おやつ曜日が決まっている為、おやつ表を必要時確認して対応する。
　　　　　　　　・ 誤嚥リスクPtの観察。

　　　　　　１．再検者のVsチェック、精神状態のチェック

　　　　　　　［再検者のVsチェック、精神状態のチェックについて］

　　　　　　　　① 午前中検温時に有熱者を検温版（大）にあげている。確認して再検を行う。

　　　　　　　　② 申し送り受け時に要観察者を把握しておき、精神状態のチェック、身体状況のチェックを行う。

　　　　　　　　③ 適宜、リーダーへ報告し、指示を受ける。

　　　　　　　　④ 再検者のT・P・BP等、体温表に記入する。

　　　　　　１．GE施行者の準備、下剤必要者の準備

　　　　　　　［GE施行者の準備、下剤必要者の準備について］

　　　　　　　　① 昼休み当番が体温表記入し、排便－何日目かをメモに書き出しているが、一応、最終確認を行った後にGE施行者準備を行う。

　　　　　　　　　 （GEに名前を記入して、包交車上に置き、処置係へ依頼する）

　　　　　　　　　 （下剤必要者は、薬棚開き戸の一番上の下剤屯用、専用容器から取り出し、専用入れ(机上)に入れる）

　　　　　　　　　 排便チェックノートに記入する。

　　　　　　※ 適宜、観察記録の記入。

１５：３０　オムツ交換（10:30～オムツ交換に準ずる）

１６：００　再検者チェック（PMからの再検状況により判断する）

　　　　　　※ 適宜、リーダーへ報告。

　　　　　　※ 食事伝票の記入・提出。
１６：３０　点呼

１７：００　夜勤者への申し送り

＊ 検温係は、申し送りで変化のあった患者については、訪室して状態を把握し、記録する。

　　　　 業務リーダーへその都度報告。

　　　　 病棟全体を巡回し観察する。

≪新入院Ptの対応について≫
　① 部屋を決め、外来Nsと部長へ連絡し、ホールの食事席を決める。

　② 外来NsからデータベースⅠと転倒・転落チェック表を受け取り、情報を得る。

　　 （入院形態、日用品管理等）

　③ VSチェックする。

　④ 身体チェック（打撲痕や内出血、発赤、腫脹、痛み等）する。ある場合、同伴者の方に確認する。

　⑤ ECG施行する。

　⑥ 部長へ自立度を報告する。

　⑦ 移動伝票、食事伝票の提出。

　⑧ 持ち込み品のチェックと名前の記入（家族に依頼するかどうか）。

≪外出者の対応について≫
　① 外出許可の有無を確認する（ホワイトボード、外出願いを確認）。
　② 外出申込書を記入してもらう（同伴者がある場合、同伴者に記入してもらう）。

　　 外出許可書と注意事項の用紙を手渡す。

　③ 外出初回時のPtには、外出時の注意事項の説明と帰院後のボディチェックを行う事について説明する。
　④ 単独外出の場合には、Ptの服装を看護記録に記入する。（又、持参金やライター、薬の持参があれば記入する）

　⑤ 移動伝票記入する。

≪外泊者の対応について≫

　① 外泊許可の有無を確認する（ホワイボード、家族の外泊申し出の確認）。

　② 外泊申込書を記入してもらう（同伴、家族の迎えがある場合、同伴者に記入してもらう）。

　　 外泊許可書、外泊時アンケート、注意事項の用紙を説明し手渡す。

　　 外泊内服薬をPtと家族へ説明し手渡す。

　③ 外泊初回時のPtや家族には、外泊時注意事項の説明や帰院後にボディチェックを行う事について説明を行う。

　④ 単独外泊の場合には、Ptの服装を看護記録に記入する。

　⑤ 移動伝票記入する。

≪帰院後の対応≫

　① Nsステーション内にて、ボディチェックを行う（Ptに了解を得る）。

　② 個別により、預かる必要がある物や危険物等があれば預かり、次回面会時に家族へ返却する（預かり表に記入する）。

　③ 外出・外泊時の状況を確認し、看護記録に記入し、必要時Dr報告する。

　④ 外泊時アンケートを受け取り、Drチェック後カルテへ綴じる。
　⑤ 移動伝票記入し提出する。

≪面会時の対応≫

　① 面会時には、面会簿を先に確認（伝達事項の記入がある場合あり）して対応にあたる。

　② 面会時、摂取したものがあれば確認し、看護記録に記入。持ち込み品はその場でチェックし、必要時は持ち帰ってもらう。

　③ 面会終了後にボディチェックを了解のもと行う。

　④ 看護記録には、面会時の時間、続柄を記入。終了時には、持ち込み品チェックし記入（危険物は預かりとする）。

　⑤ 面会簿に日付・続柄・持ち込み品記入する。

≪投薬係≫

	９：００
９：３０
１０：００

１１：３０

１２：００

１２：３０

１２：４５

１３：４５

１４：００

１６：３０
	申し送り、ミニカンファ
与薬　・与薬前に、朝・昼薬後薬の確認は済ませておく

　　　・与薬後に、残薬確認 昼セッティング
外泊者の薬を確認する（適宜）
環境整備→終了していない所を行う
（日・祝日　407号、406号(掃除機、拭き掃除)のみ）
オムツ交換、排尿誘導、ポータブルトイレ処理
処置サポート（褥瘡処置等）

水分補給（検温係サポート必要時）
昼食準備（離床、濡れティッシュ配布、手指消毒等）
配膳：レッドカード分の与薬

ホール観察 及び 介助

終了後、与薬（与薬後、残薬の確認）
休憩

ラジオ体操、換気
歯磨き指導
定期・臨時薬セッティング
薬指示受分処理（適宜）
就薬：定期人数、臨時人数をリーダーへ報告


１．月曜日：定期受け、定期読み合わせ（木曜日アサ夜勤明けNs持っていく）

１．翌日分処方箋出し

１．薬Ｃ係：洗濯指導

１．偶数月：Ｂ棟から与薬開始

　　奇数月：Ａ棟から与薬開始

１．与薬時はライターをナースステーション内へ

１．土曜日：返品分薬を専用用紙に赤で記入し、薬局へ提出する

１．リネン交換：毎週火曜日
　９：００　申し受け、ミニカンファ　　※ 適宜、朝・昼薬の確認を行う。

　　　　　　［与薬前の点検について］

　　　　　　　① 各人の名札と薬袋の氏名が一致しているかどうか。

　　　　　　　② 投薬時間に担当する薬であることの確認。

　　　　　　　③ 臨時薬の場合には、白カード記入の錠数とヒート内の錠数との照合。

　　　　　　　④ Ａ・Ｂ交互で行う。

　９：３０　与薬

　　　　　　［与薬について］

　　　　　　　役割・・・Ａ：与薬全体を統括する。
　　　　　　　　　　　　Ｂ：薬を直接Ptに手渡し、服用してもらう。

　　　　　　　　　　　　Ｃ：与薬の安定した「場」の管理に当たる。

　　　　　　　　　　　　　　（与薬に妨げになる行動等が起こらないように注意する）

　　　　　　　① 与薬アナウンス

　　　　　　　　 「只今から病室で○○後の与薬を始めます。各自はお茶の準備をして自分の部屋に帰って下さい。○○○室から始めます。」

　　　　　　　② 訪室与薬

　　　　　　　１．Ａはセッティングケース、Ｃは回収箱を持参し、与薬の部屋に行き、入口で

　　　　　　　　　Ａ「失礼します。与薬の時間です。与薬が正確に行われるように、まず全員の点呼をします。私が姓名を言いますから『ハイ、○○-○○です』とはっきり復唱して下さい。御協力をお願いします。」

　　　　　　　　　　「全員いらっしゃいますね。」

　　　　　　　２．Ptの前に行く。

　　　　　　　３．Ａは「○○さんですね」と復唱し、「○○さんの昼の定期と臨時です」（昼薬：定期と臨時がある場合）と確認しＢに渡す。

　　　　　　　４．Ｂは「○○さんですか」と名前を呼び、本人である事を確認し、薬包の氏名を再確認し与薬する。
　　　　　　　　　※ 食前薬・食間薬に関しては、基本的にはナースステーション内で与薬する。

　　　　　　　　　　 （手順は④⑤と同様）

　　　　　　　　　Ｂは「これがいつものあなたのお薬です。不審な点はありませんね。自分でヒートを破って飲む準備をして下さい。ゆっくり飲んで下さい。」

　　　　　　　　　空薬袋を回収箱に回収する。

　　　　　　　５．Ｃは、服薬を見届け、Ａ・Ｂは次のPtに移る。
　　　　　　　　　※ 服薬に介助を要する時は、Ｂ・Ｃが開封を手伝う。

　　　　　　　　　※ 与薬前のPtがトイレ等で離室しようとするときには、無理に制止せず、また点呼時に不在のときには無理に探さないで、後でナースステーションに呼ぶなどして、別個に与薬を行うこと。

　　　　　　　③ 退室

　　　　　　　　 全員の与薬が終了したら

　　　　　　　　 Ａ「何か不審なことはありませんか。何かあったらすぐナースステーションに来て下さい。」

　　　　　　　④ 退室後の点検と処理

　　　　　　　１．全員の与薬が終了しているか2名で確認。

　　　　　　　２．与薬を受けなかったPtについてはナースステーションに呼んで、上記３・４に従って与薬を行う。

　　　　　　　３．グリーンカード・レッドカード（今の与薬で全面にでている）をすぐ次の薬袋の裏にくるように差し替える。（昼薬後の場合には必要なし）

　　　　　　　　　カード差し替えの際、氏名・投薬時間帯の別（夕・朝・昼）が適切になっているかを確認する。

　　　　　　　４．与薬係一覧簿に与薬係Ａ・Ｂ及び補助者Ｃの署名を記入する。（印鑑は不可）

　　　　　　［与薬注意事項］

　　　　　　　１．与薬は必ず2名以上確認を行う。

　　　　　　　２．同姓や、よく似た名前の患者さんがいる場合には工夫する。
　　　　　　　　　（同姓の場合は、与薬箱のカードに黄色いテープを貼る。他、部屋分け等）
　　　　　　　３．私語禁止（ナース間、又は患者さんとの会話は極力避ける）

　　　　　　　４．与薬箱のグリーンカードは、全員の与薬が終わるまで動かさない。

　　　　　　　５．レッドカードPtの与薬時に与薬箱を持参し与薬する。

　　　　　　［誤与薬時の対処について］

　　　　　　　１．即時、師長又は看護部長に連絡すると同時に、主治医又は院長に緊急連絡し指示を仰ぐ。

　　　　　　　２．誤与薬の患者さんについては、その状況観察を行い、主治医又は院長に報告のこと。

　　　　　　　３．誤与薬の場合には、本来の与薬すべき患者さんがどうなっているのかについて速やかに対処すること。

　　　　　　　４．当事者は、速やかに報告（正確な事実）を作成し提出する。
　　　　　　　５．病棟スタッフは、検討会を開き、フィードバックする。
　　　　　　　与薬終了後→環境整備は終了していない所を手伝う。

　　　　　　　　　　　　　環境整備手順は、検温係、処置係に準ずる。

　　　　　　　　　　　　　火曜日：与薬終了後→シーツ交換→環境整備
１０：００　オムツ交換
　　　　　　［オムツ交換について］

　　　　　　　① 407号のオムツ交換を行う。Ptの状態により、検温係へ連絡する。

　　　　　　　　 オムツ交換施行しながら、軟膏・湿布等の処置がある人は、処置係に協力して行う。（処置係へ済みの報告を行う）

　　　　　　　　 褥瘡処置も同様に、必要時は協力して行う。

　　　　　　　② 406号室のオムツ交換が終了しているか確認。未だの場合、施行す。

　　　　　　　③ 排尿誘導

　　　　　　　　 排尿有無チェック者を把握し、観察記録への記入、又は仮記録レポートに記入する事。

　　　　　　　④ ポータブルトイレ処理（汚物室にて破棄し、サンポールを使用して、ブラシで擦り洗浄する。防具スプレーを散布する。）

　　　　　　　※ 使用オムツは、専用版に正の字で記入する。

　　　　　　　※ 汚染オムツは、汚物室にある黒ビニール袋（2枚重ね）に入れる。

　　　　　　　※ 助手スタッフの状況（1名の場合）等はバーコード入力を行う。

　　　　　　　　 （バーコード手順は、ナースステーション定位置にある）

　　　　　　水分補給（可能時）

　　　　　　［水分補給について］

　　　　　　　① コップ預かり者の水分補給を行う。

　　　　　　　　 誤嚥リスクPtはトロメリンを使用する。（トロメリンは、ナースステーション内、洗面所下の開き戸にあり）（各Pt個人購入）

　　　　　　１．指示受け処方の処理

　　　　　　［指示受け処方の処理について］

　　　　　　　① リーダーが処方指示受け確認後、ダブル確認として投薬係が行う事。

　　　　　　　② Dr記録と処方箋の照合。

　　　　　　　　 疑問に思う点は、リーダーに報告する事。
　　　　　　　③ 薬袋を使用する場合は、処方箋1枚目と薬袋を揃えて提出する。

　　　　　　　　 外用薬の場合は、処方箋1枚目を提出。

　　　　　　　　 その他は、処方箋控えを専用透明薬袋に入れ、処方箋1枚目を揃えて提出する。

１１：３０　昼食準備

　　　　　　［昼食準備について］

　　　　　　　① 車椅子Ptホールでの昼食者の離床。

　　　　　　　② 406号へ小テーブル設置。（405号室にあり）

　　　　　　　③ 407号室の要介助者のギャッジアップ、オーバーテーブル等の設置。

　　　　　　　④ 摂取しやすい体位をとる。全面介助者ギャッジアップ30°（最新看護）

　　　　　　　⑤ エプロン必要者に配布する。

１２：００　配膳（リフト前に受けに行く）

　　　　　　レッドカード者の与薬を行う。与薬手順に従う。

　　　　　　ホール観察 及び 介助。要食事摂取者チェック。

　　　　　　食事終了後、与薬する。
　　　　　　（与薬後、与薬Pt確認。与薬を受けてないPtは、詰所に呼んで与薬する。）
１２：４５　休憩

１３：４５　ラジオ体操、換気

　　　　　　［ラジオ体操について］

　　　　　　　① 部屋の換気をPtに声かける。

　　　　　　　② ラジオ体操参加の声かけを行う。

　　　　　　　※ ラジオ体操終了後、離床Ptを自室へ誘導する。

　　　　　　　※ 歯磨き指導を行う。（ナースステーションに定位置あり）

１４：００　薬局へ提出していた処方を適宜受け取りに行く

　　　　　　　① 薬剤を受け取る。（※ 外用薬、注射等は処置係へ渡す）

　　　　　　　② 処方された内容であるか処方箋を照らし合わせて確認する。

　　　　　　　　 （薬包内の錠数と処方箋が合っているか）

　　　　　　　③ 薬袋と患者名を確認し、旧分ずつに整理して、薬袋に入れて、間違いのないように確実に部屋別の臨時薬トレイ箱に入れる。

　　　　　　［定期薬に臨時薬をセットする場合］

　　　　　　　① 空のトレイ（白）4つ、ピンクのトレイ4つを準備。

　　　　　　　② 机定位置にあるホッチキス、マジック、鉛筆、消しゴムの入っている入れ物を準備。

　　　　　　　③ ハサミ1本を準備。

　　　　　　　④ 定期薬入れ箱、臨時薬入れ箱、夕・朝・昼のケースを準備。

　　　　　　　⑤ １～４を投薬セッティングの台にセットする。

　　　　　　　⑥ 定期薬を部屋別ごとに取り出し、1名が定期薬袋内の薬を全て取り出し、1日分だけを部屋別に白いトレイに置く。（Pt 1人ずつ）残日数分を数えて元に戻す。もう1名は、再度定期薬の残日数を数えて、本日分が出されてあるかを確認する。
　　　　　　　⑦ ⑥がすべて終了後に、1日分の薬が夕・朝・昼と上から順になるようにして、確実にそのPtの個人コーナーにセッティングする。個人別に入れ終わったら、与薬トレイ箱の名札と薬包の氏名が同じかどうか再確認する。

　　　　　　　　※ ⑥・⑦は、必ずＡ・Ｂ2名で確認する。

　　　　　　　⑧ ⑦が終了後、Ｂは臨時トレイ箱より、1部屋分の臨時薬を取り出し、一つ一つの薬袋を確認し個人別に分ける。臨時処方カードと定期薬を与薬トレイ箱より、1日分取り出す。セッティングケースの夕・朝・昼に分け入れる。臨時薬は、セッティングケースの中にあるPtの氏名であるか確認し、1日分だけを取り出す。残薬の処方が切れる日と合っているか全部取り出して、日数を数えて確認する。取り出した1日分の臨時薬は白カードと処方箋控えとを照合し、夕・朝・昼に分けてセッティングケースに入れる。（白カード記入の○／○迄、も確認。当日受けた継続処方の場合には書き換える。）

　　　　　　　⑨ ＡはＢがセッティングした薬を確認する。
　　　　　　　　　セッティングケースの中のPt氏名と内用薬袋が同じであることを確認する。

　　　　　　　　　残薬の処方が切れる日と合っているか、全部取り出して確認する。

　　　　　　　　　間違いがなければ、定期薬と臨時薬をホッチキスで定期薬を上にして、右上端を留め、夕・朝・昼の順で薬を与薬トレイ箱に戻す。この時、グリーンカード、レッドカードは夕食後薬の後に入れ込む。

　　　　　　　⑩ 薬セッティング後、夕・朝・昼の順になっているか、名前が一致しているか確認。Ａ・Ｂ交互に行う。

　　　　　　　※ 処方切れとなる処方箋（空の薬袋）は、定位置に置く。

　　　　　　［臨時薬のみの場合］

　　　　　　　① Ｂは臨時薬を1日分取り出す。セッティングケースの夕・朝・昼に分けて入れる。取り出した1日分の臨時薬は、処方内容が内用薬袋と同じであるか確認して入れる事。白カードと照合する。臨時薬袋が2袋、3袋とある場合、1薬袋ごと確認する事。

　　　　　　　② Ａはセッティングケースの中のPt氏名と内用薬袋が同じである事を確認する。

　　　　　　　③ 残薬の処方が切れる日と合っているか、全部取り出して確認する。
　　　　　　　④ 間違いがなければホッチキスで右上端を留め、夕・朝・昼の順で薬をトレイ箱に戻す。この時、グリーンカード、レッドカードは、夕食後薬の後に入れ込む。

　　　　　　　⑤ 定期薬と臨時薬をセット、臨時薬のみをセット後、Ａ・Ｂにて再度、夕・朝・昼の順になっているか、正しくセッティングがなされているか確認する。

　　　　　　　※ 臨時のみの場合は、白トレイ箱、個人の名前横にピンクテープを貼る。

　　　　　　［臨時就寝薬について］

　　　　　　　① リーダーが指示受け後、確認処理したカルテと薬袋を受け取る。

　　　　　　　② カルテ名、薬袋名の照合。
　　　　　　　③ Dr記録の処方内容と薬袋の内容の照合。

　　　　　　　④ 新しい処方箋複写を薬袋に入れて薬局へ提出する。

　　　　　　　⑤ 適宜、薬局で受け取る。

　　　　　　　⑥ ヒート内の内容と処方箋の内容を確認する。

　　　　　　　⑦ 1日分ずつに仕分ける。

　　　　　　　⑧ 白カードに氏名、内容、処方切れ日付 及び 処方内容を記入する。
	
	氏　　名
	

	
	 eq \o\ac(○,定)　なし

 eq \o\ac(○,臨)　なし
	


　　　　　　　⑨ ヒートに日付を記入する。（例： 11/1  2   3  ）
　　　　　　　　　※ 月がまたがる場合に限り○月／○日と記入する。
　　　　　　　　　※ 与薬開始日が一番上になるようにセットする。
　　　　　　　⑩ ピンクセッティングケースの名前と薬包の名前が一致しているか確認する。

　　　　　　　⑪ 曜日順に並べてセッティングケースPtの所定位置に置く。

　　　　　　　⑫ 定期薬があるPtの場合、定期日付と臨時日付の照合を行い、ホッチキスで留める。残った臨時就寝薬は、小袋にまとめてケースの一番下に置く。

　　　　　　　⑬ 臨時内容薬袋は、次回の処方日迄、クリアブックケース内に保管する。（就寝臨時薬ファイル）就寝臨時薬ファイルは、1日～31日に分かれており、処方切れの日付に合わせて入れる。（例：11/1まである臨時は、2の数字の所へ入れる）

　　　　　　［新しい処方 及び 変更処方について］

　　　　　　　① Dr記録と処方箋の内容を照合する。

　　　　　　　② 臨時処方カード（白カード）に処方日と処方内容を記入する。

　　　　　　　③ 薬袋と処方箋を薬局へ提出する。
　　　　　　［定期処方の取り扱い］　月曜日：定期処方箋と薬袋の照合

　　　　　　　① 月曜日：定期薬を受ける。

　　　　　　　② 定期薬袋名とヒートのPt名を確認する。

　　　　　　　③ 処方通りの薬剤数とPt数があるかを確認する。

　　　　　　　④ 1日分ずつ分ける。

　　　　　　　（仕分け例）

	①
	朝
	昼
	夕



	②
	朝
	夕
	
	昼
	→
	朝
	
昼
	夕
	等


　　　　　　　　※ 定期薬が毎食後でなく、1日2回や1回の場合は、次のようにして臨時薬カード（白カード）を使ってセッティングする。
	← 5.5cm →
	
	
	

	氏　名
	↑


↓
	
	氏　名

	昼なし
	
	
	朝・昼なし


　　　　　　　　例1）昼の薬がない場合　　例2）朝と昼の薬がない場合

１６：３０　就寝薬セッティング後、定期・臨時人数をリーダーへ報告

　　※ 未使用の薬剤は、所定の伝票によって、毎週土曜日に薬局に返還する。（土曜日）

　　　 但し、注射薬の場合には、その都度返還するものとする。

　　※ 注射を薬局で受け取る時には、スタッフは内容を確認して伝票にサインする。

　　※ 処方箋・流れノート確認しサインする。

　　※ 翌日、外泊の有無をAM中に確認し、外泊中に処方切れがある場合は、リーダーへ指示受け依頼する。外泊分の薬セッティングし、外泊時アンケートを記入する。薬袋に薬、アンケート、外泊許可書入れ、リーダーへ申し送る。

　　※ 外出Ptを確認し、薬の確認を外出前までに済ませておく事。
井口野間病院　H21.11.18一部改正
≪昼当番について≫

１１：４５～１２：４５　休憩

１２：４５　１．巡視（13:00、13:30、ホール要観察随時）

　　　　　　　　13:00、13:30　車椅子Ptのプッシュアップ　必要時、帰室介助

　　　　　　１．面会者、帰院者の対応

　　　　　　１．処置器具の洗浄

　　　　　　　　ガーグルベース、ハブラシの洗浄

　　　　　　　　Nsステーションの流し台、テーブル等の清掃

　　　　　　１．体温表記入（Vs、尿量、WT）

　　　　　　※ ラジオ体操時にスタッフ1名はNsステーション内の清掃を行う。

≪リネン交換について≫　※ 火曜日　入浴日　ＡＭ介助・半介助　ＰＭ半介助

① ９：００　申し受け、ミニカンファ

② ９：３０　投薬係→与薬→シーツ交換→環境整備

　　　　　　 検温係→検温→シーツ交換→環境整備

　　　　　　 処置係→リネン配布→シーツ交換→環境整備

　※ 407号は、入浴時の離床に連導し、シーツ交換を行う。

　※ 入浴介助・誘導以外のスタッフが協力して、407号のシーツ交換 及び 406号介助者の入浴終了帰室後の介助を行う。（オムツ着用等）

≪入浴について≫

火曜日：ＡＭ　介助者 及び 半介助者　　ＰＭ　半介助者

水曜日：ＡＭ　自立者

土曜日：ＡＭ　介助者 及び 半介助者　　ＰＭ　自立者 及び 半介助者

１．自立者入浴日の誘導は、誘導Pt名の左側に 始 or １ と記入しておき、始 or １ のPtから順に誘導する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 前回2番目誘導Ptが1番目誘導Ptとなる。

　　始　○○花子 ← １番目　　　　　　　↓　○○花子

　　　　○○○子　　２番目　　　次回　　始　○○○子 ← １番目入浴誘導

　　　　○○○子　　　↓　　　　 →　　　　 ○○○子

２．介助者入浴日

　　誘導係は、誘導をメインに行い、他スタッフは協力して入浴後の介助を行う。

井口野間病院　H18.1.12
印鑑
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←定期・臨時就寝薬の処方が全くないPtに関しての記入方法
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